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【キャリア／テーマ】

 TIS：ERP→業務コンサル（SCM、物流コスト低減）

 三菱総研①：コンサル（中計/戦略策定とか業務マネジメントIT改革→製造業の
サービス事業戦略/マネジメント/組織/オペレーション、広義のデザイン活用）

 三菱総研②：自社新事業開発（ユーザー起点イノベーション支援）

 三菱総研③：シンクタンク（デジタル化を伴う産業構造転換）

 ウイングアーク１ｓｔ：デジタル化を伴う産業構造転換に関する情報発信など

【プロジェクト（官公庁）】

 経済産業省「中堅・中小製造業IoT導入コンサル手法調査」

 日本商工会議所「中小企業活力増強のためのITサービス・レシピ」

 東京商工会議所「中小ものづくり企業によるデジタルツールの活用に関する調査」

 RRI「スマートものづくり応援ツール・レシピ」「IoTユースケースマップ」作成

【講演】

 官公庁：経済産業省、新エネルギー・産業技術総合開発機構、地方自治体

 団体：日本経団連、経済同友会、日本商工会議所、業界団体、学会

 商工会議所：東京、大阪、名古屋、神戸、札幌、小山、青梅など

 民間：企業内講演、ワークショップ、アドバイザリー

【出版・寄稿】

 出版：IoTまるわかり、ビジュアル解説IoT入門（ともに三菱総合研究所編、日本経
済新聞出版社）

 寄稿：読売新聞朝刊、日経新聞朝刊、朝日新聞朝刊、日刊工業新聞、読売オンライ
ン（帝京大学入試問題）、プレジデント（特集監修）、週刊東洋経済、日経ビッグ
データ（連載）、日経 Biz Gate、日経コンピュータ、学会誌、専門誌

https://www.facebook.com/groups/IoTLT/
https://www.facebook.com/groups/IoTLT/
https://www.facebook.com/groups/154504605228235/
https://d-empowerment.connpass.com/
http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000642.pdf
https://www.jcci.or.jp/news/jcci-news/2018/0420173743.html
https://www.tokyo-cci.or.jp/page.jsp?id=115010
https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/618/694.html
https://www.jmfrri.gr.jp/iot/429.html
http://www.yomiuri.co.jp/fukayomi/ichiran/20170621-OYT8T50049.html
http://president.jp/articles/-/22420
http://business.nikkeibp.co.jp/atclbdt/15/258677/082900012/?P=1
http://bizgate.nikkei.co.jp/article/129122016.html
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会社概要
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商号 ウイングアーク１ｓｔ株式会社
（英文表記：WingArc1st Inc.）

所在地 〒106-6235
東京都港区六本木三丁目2番1号六本木グランドタワー

創業 2004年3月

資本金 2億円

事業内容 ソフトウェアおよびサービスの開発・販売

決算期 2月

従業員数 連結554人／単体482人（2018年3月1日現在）

Empower Data, Innovate the Business, 

Shape the Future.

東京（本社）

仙台

新潟

札幌

広島

福岡

大阪

名古屋

JAPAN
8拠点

文雅科信息技术
（大连）有限公

司文雅科信息技术
（上海）有限公

司

WingArc
Singapore 

Pte. Ltd.

WingArc
Australia 

Pty Ltd

GLOBAL
4拠点
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事業概要
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市場シェア（SVF、EUR） 販売実績

SVFの累計導入社数は2万1000社にのぼ

り、10年以上にわたってトップシェアを

維持しています。

SVFの特長のひとつである「保守継続率

の高さ」が、ソフトウェア基盤事業の安

定的な成長を下支えしています。

国内
シェア
第1位

62.8%

※ミックITリポート2017年「帳票設計・運用製品の市場動向、帳票運用製

品」（2017年度）をもとにウイングアーク１ｓｔが作成。日立製作所と帳

票分野で提携（2018年4月）し、同社が保有する帳票ソフト「EUR」の資

産取得を行ったことに伴う数値。

リカーリング

ライセンス

2013 2014 2015 2016 2017

（億円）

83 83 84 91
102

ソフトウェア基盤事業

業務に欠かせない帳票の効率的な運用を支援

帳票基盤ソリューション
帳票クラウドサービス

市場シェア(Dr.Sum、MotionBoard) 販売実績

BI市場の成長を牽引するリーディング

カンパニーとなっています。

大規模での導入やソリューション化（複

数の製品の組み合わせ）の推進により、

成長が加速しています。

国内
シェア
第1位

15.9%

※株式会社アイ・ティ・アール「ITR MARKET VIEW DBMS/BI市場

2018」データ分析／レポーティング市場：ベンダー別売上金額推移および

シェア(2016年度)

2013 2014 2015 2016 2017

（億円）

30 32
37

42

54

Dr.Sum

SPA 

MotionBoard

ソリューション

データエンパワーメント事業

成長のための業務改革をデータ活用からサポート
集計・分析プラットフォーム BIダッシュボード 電子活用ソリューション

Salesforceデータ
編集ツール

第三者データ
提供サービス
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① 製造業の主要課題
（２０１８年度ものづくり白書より）
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2018年度ものづくり白書
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2018年度ものづくり白書
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② IoTの仕組みとツール例
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IoTの仕組み
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モノ
（物や人）

モノ
（物や人）

データ蓄積、
データ分析

デジタルで表現された
「モノ」「コト」

新しいコト

デジタルで
「新しいコト」

ビッグデータ

3Dプリンタ

ロボット

スマホ

AI

センサー

スマホ

 これまでリアル・アナログだったモノやコト
が「デジタル」になって、誰もが気軽に触れ
る・知るようになり、ユーザーにとって新し
い「コト」が起きる

 いまのIoTやAI進化のインパクトは、
① これまで専門家じゃないと出来なかった複雑

な事がどんどん簡単になって自分で作って自
分で使って自分で改善する

② 100万円していたシステムが、1万円のツール
で実現できたり、コストが劇的に下がる

 技術的には以下の点が注目されています。
① フリーソフト（OSS）の高度化・標準化
② Web系言語でモノが扱える
③ 画像・動画の解析技術の進展

出所：「IoTまるわかり」（三菱総合研究所編）より講演者作成
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デジタル化に必要な機能と対象領域
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• データを①上げて②ためて③分析して④活用する。そのために⑤可視化と⑥支援がある。

• 多くの日本企業は「①データを上げる⑤データを見せる」で十分効果がある。

出所：RRI第２回中堅・中小製造業向けＩｏＴツール＆レシピ 募集概要（https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html）より講演者作成

https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html
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①データを上げる：Webiot（ウェビオ）
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• 工場、オフィス等のIoT化を低リスク・低コストで高速に実現するための「ネット接続済みセンサー」

出所：RRIスマートものづくり応援隊ツール(https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/618/)、Webiot（https://webiot.io/）より講演者作成

とりあえずデータを取り始める

1個500円/月

デジタル体験の入り口

受託開発もしてくれる

https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/618/
https://webiot.io/
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①データを上げる：Nefry（ネフリー）
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• Nefry（ネフリー）＝手軽にIoTに挑戦できる小型キット

• 複雑な初期設定不要、はんだ付け不要、初めから無線LANに繋がる、C言語で開発

出所：Nefry販売サイト(https://dotstud.io/shop/nefry-connect-internet/)、SWITCH SIENCE(https://www.switch-science.com)より講演者作成

80種類以上のセンサーやモジュールとつながる
（多くが1000円以下）

Nefry BT
￥5,378（税込）

https://dotstud.io/shop/nefry-connect-internet/
https://www.switch-science.com/
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①データを上げる：SOFIXCAN Ω Eye（オメガアイ）
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• 工作機械の操作盤にカメラを取り付け、画像認識により機械の状態を解析し、機械の監視及びデータ
の蓄積

機械本体のデジタル化不要

機械の動作への影響なし

手軽に導入

出所：RRIスマートものづくり応援隊ツール(https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/)、SOFIXCANΩ（http://www.sofix.co.jp/products/sofixcan_omega/sofixcan_omega_eye.html）より講演者作成

https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/
http://www.sofix.co.jp/products/sofixcan_omega/sofixcan_omega_eye.html
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⑤データを見せる：irBoard（アイアールボード）
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• iPadを製造装置の操作パネルとして利用して、どこからでも使えるiOSアプリ

出所：RRIスマートものづくり応援隊ツール(https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/）、irBoard（http://irboard.itosoft.com/ja）より講演者作成

アプリを買うだけで使える

一部メーカーの認定も受けている

https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/
http://irboard.itosoft.com/ja
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⑤データを見せる：プロジェクションピッキングシステムⓇ
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• ピッキングのポカヨケのために、ピッキング間口を視覚で知らせたり、間違いを知らせる。

出所：アイオイ・システムWEBサイト（https://www.hello-aioi.com/jp/solution/pps/）より講演者作成

https://www.hello-aioi.com/jp/solution/pps/
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⑤データを見せる：Ambient（アンビエント）

15

• 細かな初期設定をしなくても送ったデーターをリアルタイムでグラフ化する。

• Arduino、mbed、Raspberry Piであればライブラリーとサンプルプログラムがあるので、それをコ
ピーし、カスタマイズする事で簡単に実装できる。

出所：Ambient（https://ambidata.io/）より講演者作成

https://ambidata.io/
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⑤データを見せる：MotionBoard（モーションボード）
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• 大量・複数データをリアルタイムで見るためには本格的なツールも必要

出所：MotionBoard（http://www.wingarc.com/product/motionboard/mb57/）より講演者作成

http://www.wingarc.com/product/motionboard/mb57/
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その他：Teachme Biz（ティーチミービズ）
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• スマホで写真/動画 ＋ コメント入力 ＝ 現場で使えるデジタルマニュアル

• 現場作業のサービス基盤になる

出所：RRIスマートものづくり応援隊ツール(https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/)、Teachme BIZ（https://biz.teachme.jp/）より講演者作成

稼働率の向上

技術伝承・知見伝承

作業内容の明確化

https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/
https://biz.teachme.jp/


Copyright © 2018 WingArc1st Inc.  All Rights Reserved.

その他：chatwork（チャットワーク）、slack（スラック）
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• 分散している設計・製造・営業それぞれのやりとりを社内SNSで共有

• フロー型ビジネスの中、案件の技術や知見をデジタルで残し伝承している

社内コミュニケーションの円滑・強化

プロジェクトの状況把握が容易に

オープンイノベーションの基盤

出所：chatwork(http://www.chatwork.com/ja/)、slack(https://slack.com/)各社webサイトより講演者作成

社内SNS
チャットアプリ

設計
（１ケ所集中）

営業
（３拠点）

製造
（４工場）

出荷

加工プログラム

図面、
写真

質問、
留意事項

質問、
確認事項

顧客

http://www.chatwork.com/ja/
https://slack.com/
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③データを分析する：Dr.Sum（ドクターサム）
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• 現場の人が自分のPCで使えるプログラム不要の高速データ収集・解析ソフト

• 特にデータが増加した際、スムーズにデータ収集・加工をするために必須

出所：Dr.Sum（http://www.wingarc.com/product/dr_sum/）より講演者作成

基幹システム・
生産管理システム

PSI BOM

各種センサー・PLC・
画像データ等

製造小日程 製造実績 検査結果

製造指図

Dr.Sum取り込み

製造装置
タイムライン

部材製品
個別トレース

http://www.wingarc.com/product/dr_sum/


Copyright © 2018 WingArc1st Inc.  All Rights Reserved.

③データを分析する：BakeryScan（ベーカリースキャン）
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• トレイ上の複数のパンの値段と種類をカメラで一括識別するシステム

• 画像識別技術をレジ精算に応用する世界初の試み

• ベーカリーショップのレジ業務効率化

出所：第６回ものづくり日本大賞（http://www.monodzukuri.meti.go.jp/index.html）、ベーカリースキャン（http://bakeryscan.com/）より講演者作成

大きさや形状に差がある「あいまいな個体」を、個体差が
あっても変化しない特徴量を自動的に選択することで、高
速・高精度に識別するアルゴリズムを開発
日々使用することで自動的に学習を行い、識別精度をさら
に向上させる機能も

http://www.monodzukuri.meti.go.jp/index.html
http://bakeryscan.com/
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③ ユーザー起点の自作IoTツール
（生産性向上の新しいアプローチ）
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生産性の上げるためには→欲しいサービスを自作する

22

• デバイスやセンサーの普及、WEB開発環境の整備により、ユーザーが自分で使いたいサービスを作る
事ができるようになった。

これまでのツール/システム作り デジタルサービス開発の新しいアプローチ

Ⓧ

作業

自分で開発
自分で利用
自分で改善

Ⓧ
現場

ユーザー

ITベンダー、
システムイン
テグレータ

現場マネー
ジャー

分断
要件定義書

設計書

分断

開発／
テスト



Copyright © 2018 WingArc1st Inc.  All Rights Reserved.

• デジタルネイティブはそれまでの世代とデジタル体験に対する認識が根本的に異なる

• デジタルツール、デジタルサービスを作る・使う際には、この点だけは忘れてはならない

• 職場がデジタル化されるだけでデジタルネイティブの生産性は向上する

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1986年 1991年 1996年 2001年 2006年 2011年 2016年

PC普及率

スマホ普及率

PC-9801
1982年発売
Macintosh
1984年発売

iPhone3G
2008年発売

Windows95
1995年発売

デジタル体験の新世界
（第4次産業革命）

・体験が違う
・価値観が違う
・コミュニケーションが違う
・働く環境が違う
・マネジメントが違う
・・・・・・・・

パソコン、スマートフォンの世帯普及率

コンピュータがある生活
（第3次産業革命）

出所：情報通信白書（http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/）より講演者作成

生産性向上の前提①デジタルネイティブ爆発的増加

23

人類史上、はじめて身近に
デジタルデバイスが存在

↓
人・社会がデジタルで表現

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/
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生産性向上の前提②コミュニケーション活性化

24

• 生産性向上はQCD改善の事ではない。従業員のパフォーマンスが向上することである。

• デジタルツール導入→データ化→可視化共有→コミュニケーション活性化→生産性向上

• 社内だけでなく社外との間も同様に、デジタルツール導入でコミュニケーション活性化につながる

http://www.tokyo-cci.or.jp/page.jsp?id=115010
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自作ツール：ワールド山内（北海道・資本金7000万円・110名）
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• 社長とソフトウェアエンジニア１名で、すべて自前・超格安でデジタルファクトリーを構築。VE/VA
提案を行い、発注者と対等な地位を確立。今後、加工行為自体をデジタル化する方針。

出所：ワールド山内webサイト（http://www.world-yamauchi.co.jp/）より講演者作成

http://www.world-yamauchi.co.jp/
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自作ツール：武州工業（東京青梅・資本金4000万円・160名）

26

• 古いスマートフォンや自作用小型PC（Raspberry Pi）を使って、現作業場可視化・自律的改善活用の
配線レス設備動作情報収集アプリ「生産性見え太君」を開発

現場従業員の自律的判断

モチベーション向上・離職率低下

画期的な生産性向上施策の実現
出所：ロボット革命イニシアチブ協議会スマートものづくり応援隊ツール(https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/)、生産性見え太君（https://www.bimms-mieta.com/）より講演者作成

https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/)、
https://www.bimms-mieta.com/
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自作ツール：旭鉄工／i Smart Technologie（愛知）
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• 磁気センサーを使い生産数や停止時間など現場で必要な情報をリアルタイムに自動検出・視える化

• この仕組みをパッケージ化し「製造遠隔ラインモニタリングサービス」として積極的にシステム外販
を行っている

出所：旭鉄工／i Smart Technologie（http://istc.co.jp/）より講演者作成

http://istc.co.jp/


Copyright © 2018 WingArc1st Inc.  All Rights Reserved.

自作ツール：飯山精器（長野・資本金1200万円・80名）
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• 光センサにより三色灯の点灯・点滅・消灯を無線LANにてパソコンに送信。専用ソフト「i-Look」で
リアルタイムモニタや設備の稼働率を表示することができる

出所：RRIスマートものづくり応援隊ツール(https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/)、is-Look（http://www.iiyamaseiki.co.jp/iot/）より講演者作成

https://www.jmfrri.gr.jp/info/314/
http://www.iiyamaseiki.co.jp/iot/
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自作ツール：IBUKI（旧・安田製作所）／LIGHTz（山形）

29

• 過去の金型設計・製造実績のデータを解析し、新規金型の見積もりを行う「見積作成システム」

出所：第7回ものづくり日本大賞（http://www.monodzukuri.meti.go.jp/index.html）より講演者作成

http://www.monodzukuri.meti.go.jp/index.html
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④ デジタル化を伴う産業構造転換
（一体この潮流は何なのか）
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デジタル技術革新とサービス化する社会

31

第４次産業革命
自律的な最適化

（AI、IoTなどデジタル化）

第3次産業革命
自動化

（コンピュータ）

第2次産業革命
動力革新

（電力・モーター）

第1次産業革命
動力獲得

（蒸気機関）

工業化社会に最適化された産業構造・企業組織形態・就業構造が劇的に変わる可能性

18世紀 19世紀 20世紀 21世紀

社会構造 サービス化社会工業化社会

イノベーション
の源泉

ユーザーインサイト獲得→ユーザージャーニー、UX技術獲得 → 機能・製造

仮想・ネット中心実物・実体が中心
イノベーション
創出の対象

外部分散・集結内部集積
ユニークな
経営リソース

出所：経済産業省「新産業構造ビジョン」「第4次産業革命クリエイティブ研究会」より講演者作成
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デジタル・サービス化する社会で何が起きているか

32

• 産業の垣根がなくなり、現在の
市場を一変させるようなビジネ
スが生み出される時代

• クリエイティビティを用いた価
値創造や、ユーザー体験（UX = 
User Experience）を重視し
た、ユーザー視点での最適な価
値提供が重要

顧客価値

時間

非連続の技術やビジネスモデル
イノベーション

（Disruptive）

UBER

Facebook

世界最大のタクシー会社
→車両を保有していない

世界で最も普及したメディア
→コンテンツを作っていない

Alibaba

airbnb

世界最大の小売業
→在庫を持っていない

世界最大の宿泊サービス会社
→物件を持っていない

既存の技術やビジネスモデル
改良型イノベーション
（Incremental）

インダストリー3.0

インダストリー4.0
デジタルエコノミー

出所：経済産業省「第4次産業革命クリエイティブ研究会」より講演者作成

アセットなし UXが競争優位の源泉
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多機能・高性能よりUXで主導権を握る例

33

価値提供の対象者数少数 多数

自動車
自体の
価値

移動する
価値

新しい
価値

提
供
す
る
価
値
種
類

コレクター

グローバル
（新興国）
価格車で移動

走りへの
こだわり

カーシェア
（UBER）

自動運転

ソーシャル
コミュニティ

走りのマス・
カスタマイ
ゼーション

スマート公共交通
（自動運転バス）

交通システム最適化
（移動時間の概念変化）

陸送移動サービス
＝「早く簡単に移動する」

価値の主導者
(サービス基盤提供者)

• スマートフォンの地図アプリのようなもので「陸送移動サービス」が提供されたら、自動車はサービ
ス提供に必要な一機能という位置づけになる。

• 色・形・装飾などで、乗る自動車を選ばなく（選べなく）なるのではないか。
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BtoBサービスとIoT等デジタル化の違い

34

価値提供の
手段

デジタル

アナログ

モノ
（製品・商品）

サービス
（役務など＝モノ以外）

価値創造（競争優位）の源泉

これまでの事業領域
（製造業の）
サービス事業

スマートプロダクト
（利用状況可視化、
自社従業員用途）

デジタル・
イノベーション

製造業の
サービス化

製品の
スマート化

デジタル
サービス化
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⑤ IoT導入と導入支援はどうやるか
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デジタルツール開発・導入の基本

36

導入すべきツールは何か？ → ユーザーが使い続けるツール

• 便利
• 使いやすい
• 自然/無意識
• 無くてはならない
・・・

デジタルツール開発で
重要な認識

 いいツールの答えはユーザーが決める。自分達では決められない。

 ユーザーは「何がいいツールか」を教えてくれるわけではない。

デジタルツール開発の
基本方針

 ユーザー試行して、失敗と修正が多いほど「いいツール」になる。

 1回でも多く、1日でも早く、ユーザーから「ダメ」といわれるべき。

デジタルツール開発の
進め方

試行錯誤
（失敗と修正）

アイデア 利用開始
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【新しい】
アジャイル

ポイント：アジャイル開発

37

• デジタルツールは、アジャイル（試行錯誤型）で開発します。アイデアを出来るだけ早く具体化/具現
化し、ユーザー等による検証（試行）を行い、すぐ修正し、再度ユーザー検証（試行）を行います。

• アジャイル開発は「利用開始＝改善のスタート」です。ツールは明確なゴールがありません。ユー
ザーの状況変化が続く限り、最適なツールは変化します。

ジャーニー
マップ

【従来方法】
ステージゲート/

ウォーター
フォール

アイデア
検討

実現性・
市場性検討

開発 量産・上市
試作・ビジ
ネスプラン

検証

具体化 評価

修正

ロ
ー
ン
チ MVP/

MVS

プロト
タイプ

出所：三菱総合研究所「企業内スタートアップ成功のポイント～デザイン、共創、リーン/アジャイル～」（https://www.mri.co.jp/news/seminar/ippan/021758.html）より講演者作成

https://www.mri.co.jp/news/seminar/ippan/021758.html
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人材・組織：圧倒的に不足しているのはデザイナー

38

• ユーザーを中心に、Director、UX（=User eXperience：ユーザー体験）Designer、Digital Engineer
が少人数で一体となって、アジャイルに試行錯誤を行う。

【Digital Engineer】ツール等の事例収集と評価

 幅広く最新情報を取得できて、自社に導入できるか目利きができる
 自分で試作（プロトタイプ）を作ることができる

【UX Designer】ユーザーインサイト獲得

 現場観察や対話を通じてユーザーインサイトを獲得する
 UXだけでなく、IoTサービス全体（エコシステムとビジネスモデ
ル）をデザインできることが望ましい

【Director】課題探索と優先度

 ユーザーと共に課題を探索し、課題の中から優先度を決める
 社内外関係者との調整、ノイズキャンセリングが得意

User

（実際に価値

を受容）

Director

（価値探索の推進、

優先度決め）

UX Designer

（ユーザーイン

サイトの獲得）

Digital Engineer

（情報収集、

評価と適用）
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結局・・・自作が本命（東京・調剤薬局の管理薬剤師）

39

課題・実現したい事

 作業や判断を自動化して接客時間を増やしたい

 勘と経験に頼った属人的業務を無くしたい

事業上の成果

 ビジネスモデル変革：自作サービスが好評を博し、口コ
ミで同業者が利用

実施したこと

 ３５歳くらいからプログラムの勉強をはじめる
 薬品在庫管理「ファーマシストオンライン」開発
 棚の最適配置計算：よく出る薬を降順に並べるな

どではなく、よく出る薬とセットになって出る薬
を並べて配置するなど

 PCだと両手、スマホ（LINE bot）でも片手を使う。手を使わな
いボイスUIが便利（声で入力、耳で出力確認）

 動画共有で同業者から追加要望や改善事項が上がる。
 薬の不動在庫情報を共有する仕組みでは自分にFAX送信

出所：お茶の水ファーマシーWebサイト（http://薬局お茶の水.jp）より講演者作成

https://www.facebook.com/yousukeyamaguchi/videos/vb.100001587421249/1623316704397895/?type=2&video_source=user_video_tab
https://www.facebook.com/yousukeyamaguchi/videos/1736432256419672/
http://薬局お茶の水.jp/
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実際に何からはじめるか

40

• 現状に合わせてレベルを一つずつ上げる。「あるべき姿」の実装から始めてはダメ。

• 「レベル１」＋四則演算（簡易分析）だけで効果が上がる。データを増やす事が重要。

出所：RRI第２回中堅・中小製造業向けＩｏＴツール＆レシピ 募集概要（https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html）より講演者作成

奥付に具体例を
掲載しました

https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html
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公的機関・支援機関による育成策・支援策

41出所：経済産業省「中小企業におけるIoTの導入に関する調査（公開版）」（http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000642.pdf）より講演者作成

【IoTイベント、コミュニティ作り支援】
コミュニティは地域に根差す必要があり、地域ごとにイベント情報を集約したり、コミュ
ニティを活発にする仕組みが必要である。
（例：地域版IoTLT）

【中立的なIT/IoT関連メディアの設立】
中立的な立場でIT/IoTのツールやシステムを評価し、事例を扱うメディアが必要である。

【初期トライアルの支援】
IoTツール構築に踏み出すために、IoTツール開発者／導入支援者の助成、ツールの無償試
用期間の支援が必要である。

支援機関の
課題

 デジタル化の進展に対し、ソフトウェアエンジニア、UXデザイナーが不足

 ソーシャルサービスによる各種支援が拡大中

 工業化社会での支援機関が今後も機能し続ける事が出来るか問われている

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000642.pdf
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ワークショップ開催

42

四国経産局主催IoTワークショップ 東京商工会議所主催 IoTワークショップ
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コミュニティへの参加・貢献

43

日本最大のIoTコミュニティ：IoTLT（https://iotlt.connpass.com/） 越谷レイクタウン拠点のコミュニティHaLake
（http://www.halake.com/）

https://iotlt.connpass.com/
http://www.halake.com/


以下、奥付



Copyright © 2018 WingArc1st Inc.  All Rights Reserved.

（参考）ユースケース別：何からはじめるか（１）

45出所：RRI第２回中堅・中小製造業向けＩｏＴツール＆レシピ 募集概要（https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html）より講演者作成

https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html
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（参考）ユースケース別：何からはじめるか（２）

46出所：RRI第２回中堅・中小製造業向けＩｏＴツール＆レシピ 募集概要（https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html）より講演者作成

https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html
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（参考）ユースケース別：何からはじめるか（３）

47出所：RRI第２回中堅・中小製造業向けＩｏＴツール＆レシピ 募集概要（https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html）より講演者作成

https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html
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（参考）ユースケース別：何からはじめるか（４）

48出所：RRI第２回中堅・中小製造業向けＩｏＴツール＆レシピ 募集概要（https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html）より講演者作成

https://www.jmfrri.gr.jp/event/seminar/504.html
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